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2 2015 年の仙台で⾏われた世界防災会議では，産業災害など様々な災害を認め，「New Risk（新たな






















































































































6 詳細は，丹波・清水編著 2019の清水晶紀「第７章 原子力災害法制の現状と課題」（pp.215-242）
を参照． 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「地震の災害を輕減することに就きて」（地學雜誌 4(12), 568-571, 1892）であった．ただし，この約７万
件の中には，「労働災害」などの職業上あるいは産業上の災害についても含まれている． 
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和弘編（2016）『大震災に学ぶ社会科学 第５巻 被害・費用の包括的把握』東洋経済新報社，p.51 
41 藤川賢（2012）「福島県発事故における被害構造とその特徴」『環境社会学研究』18:pp.45-59. 
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 東⽇本⼤震災以降，⽇本学術会議では様々な提⾔を出している．震災直後の 2011 年 3 ⽉ 25 ⽇に
は，⽇本学術会議東⽇本⼤震災対策委員会「東⽇本⼤震災に対応する第⼀次緊急提⾔」，同年 4 ⽉ 4 ⽇
には，同委員会により「東⽇本⼤震災に対応する第⼆次緊急提⾔−福島第⼀原⼦⼒発電所事故後の 放
射線量調査の必要性について」発災直後から学術領域から東⽇本⼤震災への対応に関する提⾔がなさ








































































emergency recommendation regarding the response to the








2nd emergency recommendation regarding the response to
the Great East Japan Earthquake Regarding the necessity of
the investigation of radiation levels after the accident of the








emergency recommendation regarding the response to the
Great East Japan Earthquake Urgent proposal related to









emergency recommendation regarding the response to the
Great East Japan Earthquake For the relief of victims of the










recommendation regarding the response to the Great East
Japan Earthquake Utilization of robot technology for the
accident of the Fukushima Daiichi Nuclear Power









recommendation regarding the response to the Great East
Japan Earthquake Perspective of gender equality with




























recommendation regarding the response to the Great East
Japan Earthquake Scientific Survey and Analysis of
















































Recommendations from Science Council of Japan (SCJ) -











Communities - Showing How Tohoku Reconstruction Makes







Establishing Reconstruction Non-profits in Disaster-Stricken
Areas- Towards the Promotion of Industry and Employment






に基づく⾏動を―；（英⽂）Toward Making a New Step
Forward in Radiation Measures - Taking Actions based on




































































































































































































「Disaster Risk Reduction and Promotion of International
Research on Disaster Prevention and Mitigation ―
Recommendations for Implementation of the Sendai





























































































































































































































































































































































































イ ン ク ル ー シ ブ
・
障壁のない

















































































































53 詳細は，富⼠通総研（2013）「平成 24 年度セーフティネット⽀援対策等事業費補助⾦社会福祉推進
事業 災害福祉広域⽀援ネットワークの構築に向けての調査研究事業報告書」を参照． 
都道府県内の⽀援体制の構築状況 都道府県間の⽀援体制の構築状況 
件数 割合 件数 割合
1 既に構築している 11 23.4 7 14.9
2 現在構築中である※ 3 6.4 2 4.3
3 今後構築の予定だが、未だ取りかかっていない 10 21.3 15 31.9
4 未定 15 31.9
5 予定はない 2 4.3 19 40.4
6 その他 2 4.3
7 未回答 4 8.5 4 8.5






































件数 割合 件数 割合
1 既に構築している 28 59.6 5 10.6
2 現在構築中である※ 13 27.7 6 12.8
3 今後構築の予定だが、未だ取りかかっていない 2 4.3 11 23.4
4 未定 0 0.0 16 34.0
5 予定はない 0 0.0 4 8.5
6 その他 1 2.1 1 2.1
7 未回答 3 4.3 4 8.5
計 47 100.0 47 100.0
※同設問について、「都道府県間の⽀援体制の構築状況 」については、「現在構築中(検討中)である」との設問である。


































































































































た．その後徐々に減少し2020年２月 10日現在で 30,914人にまで減少している（図10参照）． 
 
 
56 復興庁調べ．2013 年５⽉９⽇現在で避難者等の数値は，303,571 ⼈にのぼる．ちなみに双葉町の避難所に
いる被災者は，7 ⽉ 19 ⽇現在，旧騎⻄⾼避難所に 107 ⼈いる．双葉町は 2013 年内に現在避難所にいる住⺠
を借上げ住宅等へ移⾏するなどし，避難所の解消を予定している． 
 66 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 14 避難指示区域の見直しの経緯（2011 年３月１１日から 2012 年３月 31日まで） 
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帰還・再⽣加速事業 − ○ ○ ○
設備投資の特別償却等
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南相⾺市⿅島区 96% 0% 2% 0% 2% 55
南相⾺市原町区 90% 3% 4% 1% 2% 731
南相⾺市⼩⾼区 23% 27% 43% 5% 1% 459
広野町 84% 5% 7% 2% 1% 83
⽥村市 92% 6% 3% 0% 0% 107
川内村 46% 9% 34% 7% 4% 56
楢葉町 26% 22% 43% 6% 3% 336
川俣町 60% 10% 28% 2% 0% 58
葛尾村 22% 40% 24% 12% 3% 68
飯舘村 25% 29% 39% 4% 2% 232
富岡町 6% 31% 52% 9% 2% 738
浪江町 4% 34% 53% 7% 2% 1039
⼤熊町 1% 35% 54% 8% 3% 452
双葉町 1% 31% 61% 4% 3% 284
総計 28% 25% 40% 5% 2% 4698
資料：福島相双復興官⺠合同チームによる資料をもとに筆者作成。
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図 17 被災 12市町村の農業者の営農再開状況及び意向 
 
 


















021 9 6 5 7
再開意向のない・未定の理由（１農業者につき最大３つまで回答）





















































  病院   診療所 
  診療継続・再開 
  再開予定 
  新設・新設予定 
  休止中 西病院 
双葉厚生病院 


























































































































病院 0 0 －
診療所 1 1 100.0% 田村市立都路診療所（H23.7再開）
歯科診療所 1 1 100.0% 田村市立都路歯科診療所（H23.7再開）
病院 1 1 100.0% 高野病院（震災後継続診療）




歯科診療所 2 1 50.0% 新妻歯科医院（H26.7再開）
病院 0 0 －





歯科診療所 0 1 100.0% 蒲生歯科医院（H28.7再開）
病院 0 0 －
診療所 1 2 200.0% 川内村国民健康保険診療所（H24.4再開）特別養護老人ホームかわうち医務室（H27.11開設）
歯科診療所 0 0 －
病院 1 1 100.0%
診療所 12 10 83.3%
歯科診療所 3 3 100.0%
施設再開率:16.1％
病院 2 1 50.0% 南相馬市立小高病院（H26.4外来のみ再開）
診療所 8 2 25.0% もんま整形外科医院（H27.4再開）半谷医院（H28.4再開）
歯科診療所 5 0 0.0%
病院 0 0 －
診療所 1 1 100.0% 川俣町国民健康保険山木屋診療所（H28.10再開）
歯科診療所 0 0 －
病院 1 0 0.0%
診療所 13 2 15.4% 富岡町立とみおか診療所（H28.10開設）富岡中央医院（H29.4再開）
歯科診療所 6 0 0.0%
病院 1 0 0.0%
診療所 13 1 7.7% 浪江町国民健康保険浪江診療所（H29.3開設）
歯科診療所 8 0 0.0%
病院 0 0 －
診療所 1 0 0.0%
歯科診療所 1 1 100.0% 葛尾歯科診療所（H28.7再開）
病院 0 0 －
診療所 2 2 100.0% いいたてホーム医務室（震災後継続診療）いいたてクリニック（H28.9再開）
歯科診療所 0 0 －
病院 4 1 25.0%
診療所 38 8 21.1%
歯科診療所 20 1 5.0%
施設再開率:9.0％
病院 2 0 0.0%
診療所 5 2 40.0% 東電第一原発診療所（震災後継続診療）東電第一廃炉推進ｶﾝﾊﾟﾆｰ診療所（H26.10開設）
歯科診療所 4 0 0.0%
病院 1 0 0.0%
診療所 5 0 0.0%
歯科診療所 5 0 0.0%
病院 3 0 0.0%
診療所 10 2 20.0%
歯科診療所 9 0 0.0%
病院 8 2 25.0%
診療所 60 20 33.3%


















































※算出に用いた人口 県：総務省人口推計、地域別：県統計課人口推計（各年 10月１日現在） 
○看護職員数（人口１０万対）        
 
看護職員業務従事届（厚生労働省） 
※算出に用いた人口 県：総務省人口推計、地域別：県統計課人口推計（各年 10月１日現在） 
○介護保険認定率





















全国 県 相馬地域 双葉地域 いわき地域 





















全国 県 相馬地域 双葉地域 いわき地域 
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87,352 ! 100%! 100,504 15.1
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4,872 ! 100 ! 6,406 31.5






























の対応（情報提供）」（2011 年４⽉ 30 ⽇付） 
75 ⽇本弁護⼠連合会総会決議「東⽇本⼤震災・福島第⼀原⼦⼒発電所事故の被災者・被害者の基本的
⼈権を回復し，脱原発の実現を⽬指す宣⾔」（2014年５⽉ 30 ⽇）を参照． 
76 毎⽇新聞 2016年 6⽉ 14⽇付より． 
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表 13 旧山古志村の家屋損壊状況（地区別） 
 総数（戸） 全壊率 
種苧原 206 約５％ 
虫亀 160 約 20％ 
竹沢 217 約 45％ 
東竹沢 94 約85％ 
三ケ 96 約95％ 

































全壊 大規模半壊 半壊 一部損壊
棟 数 339 73 223 112




30代前半 0 1 0
30代後半 2 0 0
40代前半 3 2 0
40代後半 9 1 0
50代前半 14 5 0
50代後半 15 5 0
60代前半 18 4 0
60代後半 18 5 0
70代前半 22 5 1
70代後半 13 7 0
80代前半 11 5 0
80代後半 3 1 0








































ひとり暮らし 夫婦のみ 夫婦と未婚の⼦ども 夫婦と親 三世代家族 その他 無回答
 118 







































夫婦と親 三世代家族 その他 無回答
65歳未満 5.1 19.0 12.7 6.3 29.1 16.5 11.4 100.0
65歳以上 17.6 44.0 17.6 0 8.8 5.5 6.6 100.0


















全壊 ⼤規模半壊 半壊 ⼀部損壊 合計
種苧原 6.3 9.5 54.0 30.2 100.0
⾍⻲ 40.0 26.7 23.3 10.0 100.0
⽵沢 46.7 0.0 26.7 26.7 100.0
間内平 60.0 20.0 20.0 0.0 100.0
菖蒲 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0
⼭中 50.0 0.0 0.0 50.0 100.0
油夫 62.5 12.5 25.0 0.0 100.0
桂⾕ 63.6 9.1 18.2 9.1 100.0
梶⾦ 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0
⽊籠 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0
⼩松倉 50.0 16.7 33.3 0.0 100.0
池⾕ 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0
楢⽊ 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0
⼤久保 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0











































































































500万円未満 500〜1000万円未満 1000〜1500万円未満 1500〜2000万円未満
2000〜2500万円未満 2500〜3000万円未満 3000万円以上
全壊 ⼤規模半壊 半壊 ⼀部損壊
500万円未満 2 4 15 17 38
500〜1000万円未満 3 1 7 1 12
1000〜1500万円未満 5 2 6 0 13
1500〜2000万円未満 4 4 4 0 12
2000〜2500万円未満 11 3 1 0 15
2500〜3000万円未満 5 1 3 0 9
3000万円以上 26 0 1 1 28




































































500万円未満 500〜1000万円未満 1000〜1500万円未満 1500〜2000万円未満
2000〜2500万円未満 2500〜3000万円未満 3000万円以上
 124 






























































































































































































































下村 152 43 人口 人口
大谷地 127 39 608 -144
上村 175 53 世帯数 世帯数





竹沢 274 77 人口 27.6 237 71 155 55 人口
間内平 87 26 636 32.1 77 25 39 17 -122
菖蒲 21 8 42.1 16 6 10 3
山中 65 12 世帯数 27.6 49 11 34 8 世帯数
油夫 69 20 182 38.2 48 16 0 0 -20
桂谷 120 39 42 87 33 32 14
梶金 89 29 人口 38.4 79 27 0 0 人口
木籠 67 25 223 50.8 50 21 0 0 -43
小松倉 67 25 世帯数 44.1 51 20 24 9 世帯数
79 -11
池谷 98 35 人口 42.3 69 28 0 0 人口
楢木 110 29 260 36.1 69 19 0 0 -97
大久保 52 20 世帯数 58.8 25 12 0 0 世帯数
84 -25























367 122 296 105
464 163 309 120
人口
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 調査票配布は，2011年８月 25日から９月 14日に行い，自治体が月２回送る広報誌に同封して郵送
配布した．なお，調査票の配布世帯数と各町村別の配布数は下記のとおりである． 
 
１） 調査票配布世帯数  28,184票 
 ２）町村別の配布数 
浪江町 7,093 双葉町 2,700 大熊町 4,700 富岡町 5,909 




 調査票の回収数と各町村別の回収数は，下記のとおりである．なお，回収率は 48.2％であった． 
 
１）調査票回収数 
   全回収数 13,630票 
２）町村別の回収数 
浪江町 4,352 双葉町 1,552 大熊町 1,824 富岡町 2,601 
楢葉町 1,463 広野町 929 葛尾村   282 川内村 573 









 全回答 13,630票のうち，回答者が「男性」は 63.9％，女性や 34.9％であった（無回答 1.2％）．年
齢別にみると，29歳以下が 4.2％，30歳代が10.7％，40歳代が13.6％，50歳代が23.4％，60歳代が
24.7％，70歳代以上が22.8％であった（無回答 0.5％）．回答者の平均年齢は 58歳であった（図 31
参照）． 
 





































29歳以下 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上
回答者の年代と性別

























































































































































































































































































































































会社員 ⾃営 パート・アルバイト 公務員・団体職員 無職 学⽣ その他 無回答
（％）
 144 
いては，震災前が男性22.8％，女性 76.5％となっていたのに対し，男性 52.7％，女性 46.7％（無回答
0.6％）であり，こちらは男性の比率が高まった． 
 さらに「無職」についてみると，震災前は男性 53.9％，女性 44.6％（無回答 1.5％）に対し，震災









































































































































37参照）．65歳以上では 7割以上が 3年以内と答えている．一方，若年層で 3年以内と回答したのは
6割前後にとどまる． 











4.4% 3.9% 5.1% 3.2% 2.7% 3.7%
7.8%
11.9% 12.1%
































全体 浪江町 双葉町 ⼤熊町 富岡町 楢葉町 広野町 葛尾村 川内村
帰還意向：地域別
すぐにでも インフラ整備後 除染計画後 他の町⺠の帰還後 戻る気はない その他
 148 















































全体 34歳以下 35-49歳 50-64歳 65-79歳 80歳以上
帰還まで待てる年数：年代別
1年以内 1-2年 2-3年 3-5年 いつまででも その他





































全体 34歳以下 35-49歳 50-64歳 65-79歳 80歳以上
帰還意向：年代別
すぐにでも インフラ整備後 除染計画後 他の町⺠の帰還後 戻る気はない その他
 149 










































































































34歳以下 35-49歳 50-64歳 65-79歳 80歳以上
今後中⼼となる⽣活設計：年代別





























１）調査票配布数  26,582票 
 
２）町村別の配布数 
浪江町 6,916 双葉町 2,764 大熊町 4,487 富岡町 7,013 
楢葉町 3,568 葛尾村   651 川内村 1,183  
 
（２）結果の概要 









   10,013票 
 
２）町村別の回収数 
浪江町 3,029 双葉町 1,020 大熊町 1,702 富岡町 2,440 





 本調査の回答数は，総数 10,013件（回答率 37.7％）であった．各自治体の回答数は，楢葉町 1108
（31.1％），富岡町 2440（34.8％），川内村314（26.5％），大熊町 1702（37.9％），双葉町 1020





表 20 第２回双葉郡住民実態調査の地域別発送数と回答 
 発送数 回答数 回収率(％) 
楢葉町 3568 1108 31.1 
富岡町 7013 2440 34.8 
川内村 1183 314 26.5 
大熊町 4487 1702 37.9 
双葉町 2764 1020 36.9 
浪江町 6916 3029 43.8 
葛尾村 651 238 36.6 











表 21 男女別回答率（第２回双葉郡住民実態調査） 
  調査数 男性 女性 無回答 
全 体 10,013 67.2 27.2 5.6 
楢葉町 1,108 64.5 30.2 5.2 
富岡町 2,440 65.2 29.8 5.0 
川内村 314 70.4 24.8 4.8 
大熊町 1,702 65.7 28.3 6.0 
双葉町 1,020 68.4 26.0 5.6 
浪江町 3,029 69.7 24.7 5.6 




 回答者の年齢については，全体についてみると，29歳以下 1.4％，30歳代5.8％，40歳代 10.1％，
50代 16.0％，60代 31.1％，70代 21.4％，80代 11.4％，90代以上1.7％，無回答 1.2％であった（図
42参照）．最も多い世代は，60代であり，70代，50代と続く．全体を見ると，回答者の８割以上が
50代以上であった．自治体で見ると川内村は 50代以上で回答者の９割を越えている． 










































29歳以下 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳以上 無回答
 156 































































ᅗ 2.5.4 㑊㞴ᣦ♧ゎ㝖⮬἞యࡢ 65 ṓࡳࡢୡᖏࡢ๭ྜ 
 
 






































































ᅗ 2.5.2 ẕᏊࡳࡢୡᖏࡢ๭ྜ 
 
 

















































































































震災前 4.0％，震災後 3.2％，「自営業主（自由業を含む）」は震災前 14.3％，震災後 6.5％，「家族
従業者（農家や商店など自営業主の家族）」は震災前 4.8％，震災後1.3％，「内職」は震災前
0.3％，震災後0.7％，「無職（主婦・主夫を含む）」は震災前 28.3％，震災後 55.5％，「学生」は震
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㸰 . ௙஦  
2.1 ⫋ᴗୖࡢᆅ఩ 
 ᮏㄪᰝ࡛ࠊࡣ㟈⅏๓ᚋࡢ⫋ᴗୖࡢᆅ఩ࠋࡿ࠸࡚࠸⪺࡚࠸ࡘ࡟඲య࡛ぢࠕࠊ࡜ࡿṇつࡢ⫋ဨ࣭
ᚑᴗဨࠖࡣ࡚࠸ࡘ࡟㟈⅏๓ 36.5㸣ࠊ㟈⅏ᚋ 20.6㸣࡛ࠕࠋࡓࡗ࠶ὴ㐵♫ဨࠖࡣ㟈⅏๓ 1.0㸣ࠊ
㟈⅏ᚋ 0.9㸣ࢺ࢖ࣂࣝ࢔࣭ࢺ࣮ࣃࠕࠊ㸦ዎ⣙♫ဨࠊკクࡴྵࢆ㸧ࠖ 㟈⅏๓ࡣ 8.2㸣ࠊ㟈⅏ᚋ
6.9㸣ࠕࠊ఍♫ࡢ࡝࡞ᙺဨࠖࡣ㟈⅏๓ 4.0㸣ࠊ㟈⅏ᚋ 3.2㸣ࠕࠊ⮬Ⴀᴗ୺㸦⮬⏤ᴗࡴྵࢆ㸧ࠖ ࡣ
㟈⅏๓ 14.3㸣ࠊ㟈⅏ᚋ 6.5㸣ࠕࠊᐙ᪘ᚑᴗ⪅㸦㎰ᐙၟࡸᗑ࡝࡞⮬Ⴀᴗ୺ࡢᐙ᪘㸧ࠖ 㟈⅏๓ࡣ
4.8㸣ࠊ㟈⅏ᚋ 1.3㸣ࠕࠊෆ⫋ࠖࡣ㟈⅏๓ 0.3㸣ࠊ㟈⅏ᚋ 0.7㸣ࠕࠊ↓⫋㸦୺፬࣭୺ኵࡴྵࢆ㸧ࠖ
㟈⅏๓ࡣ 28.3㸣ࠊ㟈⅏ᚋ 55.5㸣ࠕࠊᏛ⏕ࠖࡣ㟈⅏๓ 0.5㸣ࠊ㟈⅏ᚋ 0.2㸣ࠕࠊ↓ᅇ⟅ࠖࡣ㟈
⅏๓ 2.1㸣ࠊ㟈⅏ᚋ 4.1㸣࡛ࠕࠋࡓࡗ࠶ṇつࡢ⫋ဨ࣭ᚑᴗဨࠖࡣ㟈⅏๓ᚋ࡛ 15.9 ୗࢺࣥ࢖࣏
㸧ࠖࡴྵࢆ⮬Ⴀᴗ୺㸦⮬⏤ᴗࠕࠋࡓ࠸࡚ࡗࡀ ࡣ 7.8 㸦୺⫋↓ࠕ᪉୍࡛ࠋࡓ࠸࡚ࡗࡀୗࢺࣥ࢖࣏
፬࣭୺ኵࡴྵࢆ㸧ࠖ 㟈⅏๓ᚋ࡛ࡣ࡚࠸ࡘ࡟ 27.3  ࠋࡓࡗࡀ࠶ࢺࣥ࢖࣏
 
⾲ 2.1.1 㟈⅏๓ࡢ⫋ᴗୖࡢᆅ఩ 
 


































඲䚷 య 10013 36. 5% 1. 0% 8. 2% 4. 0% 14. 3% 4. 8% 0. 3% 28. 3% 0. 5% 2. 1%
ᴍⴥ⏫ 1108 35. 6% 1. 2% 10. 5% 2. 3% 11. 7% 4. 6% 0. 4% 30. 6% 1. 2% 1. 9%
ᐩᒸ⏫ 2440 41. 2% 0. 9% 7. 5% 4. 8% 11. 6% 3. 6% 0. 3% 27. 7% 1. 0% 1. 3%
ᕝෆᮧ 314 27. 1% 1. 6% 5. 7% 3. 8% 17. 5% 5. 1% 0. 6% 34. 4% 0. 3% 3. 8%
኱⇃⏫ 1702 41. 8% 1. 2% 9. 6% 4. 3% 10. 7% 4. 0% 0. 4% 26. 1% 0. 4% 1. 6%
཮ⴥ⏫ 1020 36. 5% 1. 2% 7. 4% 3. 5% 14. 8% 5. 7% 0. 4% 28. 5% - 2. 1%
ᾉỤ⏫ 3029 32. 6% 0. 9% 8. 2% 4. 1% 18. 2% 5. 3% 0. 3% 28. 1% - 2. 4%




























඲䚷 య 10013 20. 6% 0. 9% 6. 9% 3. 2% 6. 5% 1. 3% 0. 7% 55. 5% 0. 2% 4. 1%
ᴍⴥ⏫ 1108 21. 8% 1. 0% 8. 3% 2. 3% 7. 4% 2. 2% 0. 5% 52. 7% 0. 5% 3. 4%
ᐩᒸ⏫ 2440 23. 5% 0. 8% 7. 5% 4. 0% 5. 5% 0. 8% 0. 7% 53. 4% 0. 3% 3. 5%
ᕝෆᮧ 314 15. 6% 1. 6% 9. 2% 3. 8% 12. 7% 4. 5% 0. 3% 45. 5% 0. 3% 6. 4%
኱⇃⏫ 1702 24. 1% 1. 2% 6. 4% 3. 6% 4. 8% 0. 9% 0. 6% 54. 3% 0. 2% 3. 8%
཮ⴥ⏫ 1020 19. 5% 0. 6% 5. 9% 2. 6% 5. 1% 1. 3% 0. 9% 60. 4% - 3. 7%
ᾉỤ⏫ 3029 17. 1% 0. 8% 6. 3% 3. 1% 7. 7% 1. 1% 0. 7% 58. 7% 0. 0% 4. 5%




㸰 . ௙஦  
2.1 ⫋ᴗୖࡢᆅ఩ 
 ᮏㄪᰝ࡛ࠊࡣ㟈⅏๓ᚋࡢ⫋ᴗୖࡢᆅ఩ࠋࡿ࠸࡚࠸⪺࡚࠸ࡘ࡟඲య࡛ぢࠕࠊ࡜ࡿṇつࡢ⫋ဨ࣭
ᚑᴗဨࠖࡣ࡚࠸ࡘ࡟㟈⅏๓ 36.5㸣ࠊ㟈⅏ᚋ 20.6㸣࡛ࠕࠋࡓࡗ࠶ὴ㐵♫ဨࠖࡣ㟈⅏๓ 1.0㸣ࠊ
㟈⅏ᚋ 0.9㸣ࢺ࢖ࣂࣝ࢔࣭ࢺ࣮ࣃࠕࠊ㸦ዎ⣙♫ဨࠊკクࡴྵࢆ㸧ࠖ 㟈⅏๓ࡣ 8.2㸣ࠊ㟈⅏ᚋ
6.9㸣ࠕࠊ఍♫ࡢ࡝࡞ᙺဨࠖࡣ㟈⅏๓ 4.0㸣ࠊ㟈⅏ᚋ 3.2㸣ࠕࠊ⮬Ⴀᴗ୺㸦⮬⏤ᴗࡴྵࢆ㸧ࠖ ࡣ
㟈⅏๓ 4.3㸣ࠊ㟈⅏ᚋ 6.5㸣ࠕࠊᐙ᪘ᚑᴗ⪅㸦㎰ᐙၟࡸᗑ࡝࡞⮬Ⴀᴗ୺ࡢᐙ᪘㸧ࠖ 㟈⅏๓ࡣ
4.8㸣ࠊ㟈⅏ᚋ 1.3㸣ࠕࠊෆ⫋ࠖࡣ㟈⅏๓ 0.3㸣ࠊ㟈⅏ᚋ 0.7㸣ࠕࠊ↓⫋㸦୺፬࣭୺ኵࡴྵࢆ㸧ࠖ
㟈⅏๓ࡣ 28.3㸣ࠊ㟈⅏ᚋ 55.5㸣ࠕࠊᏛ⏕ࠖࡣ㟈⅏๓ 0.5㸣ࠊ㟈⅏ᚋ 0.2㸣ࠕࠊ↓ᅇ⟅ࠖࡣ㟈
⅏๓ 2.1㸣ࠊ㟈⅏ᚋ 4.1㸣࡛ࠕࠋࡓࡗ࠶ṇつࡢ⫋ဨ࣭ᚑᴗဨࠖࡣ㟈⅏๓ᚋ࡛ 15.9 ୗࢺࣥ࢖࣏
㸧ࠖࡴྵࢆ⮬Ⴀᴗ୺㸦⮬⏤ᴗࠕࠋࡓ࠸࡚ࡗࡀ ࡣ 7.8 㸦୺⫋↓ࠕ᪉୍࡛ࠋࡓ࠸࡚ࡗࡀୗࢺࣥ࢖࣏
፬࣭୺ኵࡴྵࢆ㸧ࠖ 㟈⅏๓ᚋ࡛ࡣ࡚࠸ࡘ࡟ 27.3  ࠋࡓࡗࡀ࠶ࢺࣥ࢖࣏
 
⾲ 2.1.1 㟈⅏๓ࡢ⫋ᴗୖࡢᆅ఩ 
 


































඲䚷 య 10013 36. 5% 1. 0% 8. 2% 4. 0% 14. 3% 4. 8% 0. 3% 28. 3% 0. 5% 2. 1%
ᴍⴥ⏫ 1108 35. 6% 1. 2% 10. 5% 2. 3% 11. 7% 4. 6% 0. 4% 30. 6% 1. 2% 1. 9%
ᐩᒸ⏫ 2440 41. 2% 0. 9% 7. 5% 4. 8% 11. 6% 3. 6% 0. 3% 27. 7% 1. 0% 1. 3%
ᕝෆᮧ 314 27. 1% 1. 6% 5. 7% 3. 8% 17. 5% 5. 1% 0. 6% 34. 4% 0. 3% 3. 8%
኱⇃⏫ 1702 41. 8% 1. 2% 9. 6% 4. 3% 10. 7% 4. 0% 0. 4% 26. 1% 0. 4% 1. 6%
཮ⴥ⏫ 1020 36. 5% 1. 2% 7. 4% 3. 5% 14. 8% 5. 7% 0. 4% 28. 5% - 2. 1%
ᾉỤ⏫ 3029 32. 6% 0. 9% 8. 2% 4. 1% 18. 2% 5. 3% 0. 3% 28. 1% - 2. 4%




























඲䚷 య 10013 20. 6% 0. 9% 6. 9% 3. 2% 6. 5% 1. 3% 0. 7% 55. 5% 0. 2% 4. 1%
ᴍⴥ⏫ 1108 21. 8% 1. 0% 8. 3% 2. 3% 7. 4% 2. 2% 0. 5% 52. 7% 0. 5% 3. 4%
ᐩᒸ⏫ 2440 23. 5% 0. 8% 7. 5% 4. 0% 5. 5% 0. 8% 0. 7% 53. 4% 0. 3% 3. 5%
ᕝෆᮧ 314 15. 6% 1. 6% 9. 2% 3. 8% 12. 7% 4. 5% 0. 3% 45. 5% 0. 3% 6. 4%
኱⇃⏫ 1702 24. 1% 1. 2% 6. 4% 3. 6% 4. 8% 0. 9% 0. 6% 54. 3% 0. 2% 3. 8%
཮ⴥ⏫ 1020 19. 5% 0. 6% 5. 9% 2. 6% 5. 1% 1. 3% 0. 9% 60. 4% - 3. 7%
ᾉỤ⏫ 3029 17. 1% 0. 8% 6. 3% 3. 1% 7. 7% 1. 1% 0. 7% 58. 7% 0. 0% 4. 5%






































 㟈⅏๓ᚋ࡛ẚ㍑ࠕࠊ࡜ࡿࡍ㎰ᯘ⁺ᴗࠖࡀ 6.2 ᒃࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ㑊㞴ࠋࡓࡗࡀࡉࢺࣥ࢖࣏
ఫᆅࢆ㞳ࠊࢀ➨୍ḟ⏘ᴗ࡟ᚑ஦࡛ࢆ࡜ࡇ࠸࡞ࡁ཯ᫎࠋࡿ࠸࡚ࡋ 





ࡣᖹᆒ್ࡢேᩘࡢࡇࠊ࠾࡞ࠋ࠸࡞ࡣࡃࡁ኱࡛ࡲࡇࡑࡣ௨እ࠸ከࡀ 3.3 ே࡛ࠋࡓࡗ࠶ 
 
ᅗ 2.3.1 ⿕⅏๓ྠ࡟ᒃࡓ࠸࡚ࢀࡉ᪉࡚ࡵྵࢆࡓ࡞࠶ࠊࡣఱே࡛࠿ࡓࡋ 















඲䚷 య 6886 12. 0% 20. 7% 9. 0% 9. 3% 3. 5% 7. 2% 1. 4% 0. 6% 15. 2% 8. 3% 10. 9% 2. 1%
ᴍⴥ⏫ 731 10. 4% 15. 9% 11. 8% 8. 6% 4. 5% 7. 0% 2. 5% 0. 1% 16. 8% 9. 3% 10. 9% 2. 2%
ᐩᒸ⏫ 1699 6. 4% 22. 0% 8. 8% 10. 4% 3. 2% 8. 2% 1. 2% 0. 8% 17. 2% 9. 2% 10. 9% 1. 9%
ᕝෆᮧ 191 22. 0% 23. 0% 3. 7% 2. 1% 1. 6% 7. 9% 1. 0% 0. 5% 9. 9% 11. 0% 15. 2% 2. 1%
኱⇃⏫ 1218 8. 9% 21. 9% 7. 2% 15. 2% 2. 5% 5. 5% 0. 8% 0. 7% 16. 7% 8. 9% 9. 9% 1. 8%
཮ⴥ⏫ 704 13. 6% 17. 2% 6. 4% 13. 6% 4. 0% 6. 3% 0. 9% 0. 4% 13. 9% 9. 7% 11. 8% 2. 3%
ᾉỤ⏫ 2098 15. 4% 21. 8% 10. 9% 5. 2% 4. 0% 7. 9% 1. 5% 0. 5% 13. 8% 6. 0% 10. 7% 2. 2%


































































































0% 20% 40% 60% 80% 100%
䠍ே 䠎ே 䠏ே 䠐ே 䠑ே 䠒ே 䠓ே 䠔ே 䠕ே 䠍䠌ே௨ୖ ↓ᅇ⟅
 160 














































































































㸱 . ఫᒃ  
3.1 㟈⅏᫬ࡢఫ࠸ࡲ 
 㟈⅏᫬ࡢఫࡀࡢࡶࡓࡋ♧ࢆ࠸ࡲᅗ 3.1.1 ࡞࠸࡛ࢇఫ࡟཮ⴥ㒆࡟㟈⅏᫬ࡣ࡛ࡇࡇࠋࡿ࠶࡛
 ࠋ࠸ከࡀ⪅⟆ᅇࡢ⏫ᾉỤࠊ⏫⇃኱ࠊ⏫ᐩᒸࠊࡎࡽ࠾ࡣேࡓࡗ࠿
 
ᅗ 3.1.1 㟈⅏᫬࠾ࡢఫ࠿ࡍ࡛ࡽࡕ࡝ࡣ࠸ࡲ 
3.2 㟈⅏᫬ࡢఫࡢ࠸ࡲ㑊㞴༊ᇦ 
 㟈⅏᫬ࡢఫࡀࡢࡶࡓࡋ♧ࢆ࠸ࡲᅗ 3.2.1 ᒃఫไࠊࡾ࠶ᖐ㑏ᅔ㞴༊ᇦ࡛ࡀ40.1%ࠋࡿ࠶࡛
㝈༊ᇦࡀ ࡀ㑊㞴ᣦ♧ᅇ‽ഛ༊ᇦࠊ23.8%  ࠋࡿ࠶25.4%࡛
 






























































































 ⌧ᅾࡢఫࡢ࠸ࡲ✀㢮ࡀࡢࡶࡓࡋ♧ࢆᅗ 3.4.1 ⟆ᅇࡿ࠸࡚ࡋᒃఫ࡟௬タࣈࣁࣞࣉࠋࡿ࠶࡛
ࡣ⪅ ࡣ௬タఫᏯࡋ࡞ࡳࠊࡾ࠶7.7%࡛ ఫ࡟ᐙࡕᣢࡓࡋ㉎ධ࣭෌ᘓࠊ௚᪉࡛ࠋࡓࡗ࠶16.8%࡛
ࡃከࡀேࡿ࠸࡛ࢇ ࡣ⪅⟆ᅇࡿ࠸࡛ࢇఫ࡟ᐙࡕᣢࡓ࠸࡛ࢇఫࠎඖࠊ45.0%  ࠋࡿ࠶4.6%࡛
 
 

































































































































ᅗ 3.6.1 㟈⅏᫬ࡢఫࡢ࠸ࡲ≧ἣ 
 
 




















































































































0% 20% 40% 60% 80% 100%





ᅗ 3.9.1 ᖐ㑏ពྥ 
3.10 ఫࡢ࠸ࡲಟ⌮ࡸ෌ᘓࡢ≧ἣ㸦㟈⅏᫬ࡢሙᡤ࡟ఫࡿ࠸࡛ࢇᅇ⟅ࢆᑐ㇟㸧 
 㟈⅏᫬ࡢሙᡤ࡟ఫࡿ࠸࡛ࢇᅇ⟅⪅ࢆᑐ㇟ࠊ࡟⌧ᅾࡢఫࡢ࠸ࡲಟ⌮ࡸ෌ᘓࡢ≧ἣ࡚࠸ࡘ࡟










































































































 健康状態については，全体として，「ふつう」が 46.1％と最も多く，「やや悪い」が 27.9％，「悪
い」が 8.9%と続いた．「良い」は 8.3％，「やや良い」は 5.4％と少なかった（図 52参照）．ちなみ
に，2016年国民生活基礎調査において，６歳以上の者(入院者，熊本県を除く)の健康意識の構成割合
をみると，「あまりよくない」と「よくない」あわせて13.0％であり，本調査結果では「やや悪い」









































㸲 . ೺ᗣ  
4.1 ೺ᗣ≧ែ 
 ೺ᗣ≧ែ࡚࠸ࡘ࡟ 5 ẁ㝵࡛ࡓࡡࡎࡓ⤖ᯝࡀᅗ 4.1.1 ࡀࠖ࠺ࡘࡩࠕࠊ࡚ࡋ࡜඲యࠋࡿ࠶࡛




 ྠᵝࡢタၥࠊࡀᅜẸ⏕άᇶ♏ㄪᰝ࡛ࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡶᖹᡂ 28 ᖺࡢ኱つᶍㄪᰝ⤖ᯝ࡟
ࡀࠖ࠸ࡼࠕࠊ࡜ࡿࡼ ࡀࠖ࠸ࡼ࠶ࡲࠕࠊ20.7% ࡀࠖ࠺ࡘࡩࠕࠊ17.8% ࠶ࠕࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜47.0%
ࡀࠖ࠸࡞ࡃࡼࡾࡲ ࡀࠖ࠸࡞ࡃࡼࠕࠊ11.2% 1.8㸣ࠋࡃ⥆࡜ 
 ᖹᡂ 28 ᖺᅜẸ⏕άᇶ♏ㄪᰝ࡛6ࠊ ṓ௨ୖࡢ⪅㸦ධ㝔⪅ࠊ⇃ᮏ┴ࢆ㝖ࡃ㸧ࡢ೺ᗣព㆑ࡢ
ᵓᡂ๭ྜ࡚ࡏࢃ࠶ࠖ࠸࡞ࡃࡼࠕ࡜ࠖ࠸࡞ࡃࡼࡾࡲ࠶ࠕࠊ࡜ࡿࡳࢆ ࡋᑐ࡟ࡢࡓࡗ࠶13.0%࡛
ᮏㄪࡓࡋ࡜㇟ᑐࢆ᪉ࡓ࠸࡚ࡋᒃఫ࡟཮ⴥᆅ᪉࡟ᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏᫬ࡓࢀࢃ⾜࡟᫬ᮇྠࡰ࡯ࠊ࡚
ᰝ⤖ᯝ࡛ࡸࡸࠕࡣᝏࠕ࡜ࠖ࠸ᝏ࡚ࡏࢃ࠶ࢆࠖ࠸ ࡜37.8% 3 ಸ㏆࠸ẚ⋡ࠋࡓࡗ࡞࡜ 
 
 






























































0% 20% 40% 60% 80% 100%
Ⰻ䛔 䜔䜔Ⰻ䛔 䜅䛴䛖 䜔䜔ᝏ䛔 ᝏ䛔 ↓ᅇ⟅
 166 







金・恩給」が 50.7％，「勤労収入」が 32.7％，「預貯金」が28.7％と続いた（図 53参照）．これを
第１回調査と比較すると，第１回調査では，現在の生活設計（複数回答）について，最も多かったのは
「義捐金や仮払い補償金」で 80.7％，次いで「年金・恩給」が 39.2％，「勤労収入」が 34.7％，「預
貯金」が 34.0％であった． 
平均値 標準偏差 度数 平均値 標準偏差 度数
7.4 5.9 12,844 10.6 6.4 9,140
29歳以下 10.4 6.3 561 14.2 6.3 149
30歳代 8.5 5.9 1,442 13.0 6.0 578
40歳代 7.4 5.6 1,831 11.5 6.1 987
50歳代 6.9 5.6 3,096 10.5 6.2 1,547
60歳代 6.9 5.9 3,214 10.5 6.4 2,961
70歳代以上 7.3 6.1 2,655 9.6 6.4 2,918
避難所 7.0 6.1 489 ー ー ー
仮設住宅 6.9 5.7 2,220 8.9 6.2 681
親戚・知⼈宅 9.1 6.4 1,197 10.5 6.5 219
⾃治体が借り上げている住宅 7.1 5.7 6,219 10.1 6.3 1,606
⾃⼰負担の賃貸住宅 8.0 6.1 1,284 10.9 6.4 577
購⼊・再建した持ち家（集合住宅を含む） ー ー ー 11.0 6.3 4,293
元々住んでいた持ち家（集合住宅を含む） ー ー ー 12.7 6.4 408
復興公営住宅 ー ー ー 9.2 6.3 708
その他の公営住宅 ー ー ー 9.7 6.6 165
社宅・寮・官舎 ー ー ー 13.0 6.7 105
その他 7.6 6.1 1,370 9.9 6.6 273
福島県内 7.3 5.9 8,795 10.3 6.3 6,600
福島県外 7.3 5.0 3,976 10.8 6.5 2,138
S.Awata etv al(2007)※ 15.5 6.1 129
井藤他（2012)※※ 15.6 6.1 1,954

























































ࡀࡋᔂࡾ 3 ๭㏆ࡣ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡗࡰࡢ࡟ࡃὀ┠ࠋ࠸ࡓࡁ࡚ࡋ 
 
ᅗ 5.1.1 ⌧ᅾࡢ⏕άࡾࡃࡾࡸࡢ 
 
ᅗ 5.1.2 ⌧ᅾࡢ⏕άࡾࡃࡾࡸࡢ㸦⏫ᮧู㸧 
 





















































඲䚷 య n=10013 56. 5 32. 7 4. 9 50. 7 28. 7 0. 7 0. 3 1. 6 1. 1
ᴍⴥ⏫ n=1108 48. 8 33. 9 5. 7 52. 6 28. 4 1. 1 0. 2 1. 7 0. 9
ᐩᒸ⏫ n=2440 53. 0 38. 0 4. 1 47. 6 28. 9 0. 9 0. 2 1. 7 0. 9
ᕝෆᮧ n=314 22. 9 32. 5 8. 6 61. 1 25. 8 1. 6 1. 0 2. 9 0. 6
኱⇃⏫ n=1702 59. 3 37. 0 5. 0 46. 0 29. 1 0. 4 0. 2 1. 5 0. 6
཮ⴥ⏫ n=1020 58. 7 29. 0 3. 2 56. 4 30. 1 0. 9 0. 3 1. 4 1. 2
ᾉỤ⏫ n=3029 63. 7 27. 7 5. 0 52. 1 29. 1 0. 5 0. 4 1. 6 1. 2
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ᅗࡢ 5.2.1 ࡿ࠸࡚ࡌឤࢆ୙Ᏻࡶ࡚࡜ࠕࠋࡿ࠶࡛ 㸦ࠖ33.9%㸧ࡿ࠶ࠕࠊ⛬ᗘ୙Ᏻࢆឤࠖࡿ࠸࡚ࡌ






ᅗ 5.2.1 ⤒῭ⓗ୙Ᏻ 
 






























































































































213 38 85 33 45 9 3
100.0 17.8 39.9 15.5 21.1 4.2 1.4
884 292 382 96 87 16 11
100.0 33.0 43.2 10.9 9.8 1.8 1.2
204 62 90 14 31 3 4
100.0 30.4 44.1 6.9 15.2 1.5 2.0
102 40 44 7 9 1 1
100.0 39.2 43.1 6.9 8.8 1.0 1.0
30 13 11 3 2 1 -
100.0 43.3 36.7 10.0 6.7 3.3 -
202 74 84 22 16 2 4





























ᅗࡢୗグࡀᯝ⤖ࡓ࠺ၥ࡜ࠖ࠿ࡍࡲ 5.3.1 ࡿ࠸࡚ࡌឤࢆ୙Ᏻࡶ࡚࡜ࠕࠋࡿ࠶࡛ 㸦ࠖ57.7%㸧ࠊ
ࡿ࠸࡚ࡌឤࢆᗘ୙Ᏻ⛬ࡿ࠶ࠕ 㸦ࠖ28.1%㸧ࠊ࡚ࡏࢃྜࢆ඲య࡛ 8 ๭௨ୖࡢேࠕࡀ୙Ᏻࢆឤࡌ
























































































ᅗࡢୗグࡀ 5.4.1 ࡿ࠸࡚ࡌឤࢆ୙Ᏻࡶ࡚࡜ࠕࠋࡿ࠶࡛ 㸦ࠖ54.4%㸧ࡿ࠶ࠕࠊ⛬ᗘ୙Ᏻࢆឤ࡚ࡌ
ࡿ࠸ 㸦ࠖ24.1%㸧ࠊ࡚ࡏࢃྜࢆ඲య࡛ 8 ๭㏆࠸ேࠕࡀ୙Ᏻࢆឤ࡚࡜ࠕࠋࡓ࠼⟆࡜ࠖࡿ࠸࡚ࡌ
 ࠋࡿ࠸࡚࠼㉸ࢆᩘ༙ࡶ࡛ࡅࡔ⟆ᅇ࠺࠸࡜ࠖࡿ࠸࡚ࡌឤࢆ୙Ᏻࡶ
 


































































3,088 1,487 899 296 287 89 30
100.0 48.2 29.1 9.6 9.3 2.9 1.0
1,521 916 421 87 70 15 12
100.0 60.2 27.7 5.7 4.6 1.0 0.8
913 539 268 46 40 9 11
100.0 59.0 29.4 5.0 4.4 1.0 1.2
4,024 2,539 1,123 179 126 17 40





































































































ᅗࡢୗグࠊࡀᯝ⤖ࡓ࠺ᅇ⟅࡛ၥᩘ「ࢆࠖ࡜ࡈࡾᅔࡿࡍ㛵࡟㈺ൾࠕ  5.5.1 ㄳồࠕࠋࡿ࠶࡛
᭩㢮ࡸᡭ⥆ࡀࡁ↹㞧ࡀࠖࡔ ࡀࠖ࠸࡞ᑡࡀ㈺ൾ㢠ࠕࠊ48.9% ㈺ൾ㢠ࡀᅜ࡜ᮾி㟁ຊࠕࠊ46.5%
ࡀࠖ࠺ࡲࡋ࡚ࡵỴࢆ 4 ࡀࠖࡿ࠶ࡀᕪ࡟㈺ൾ࡚ࡗࡼ࡟ᆅᇦࠕࠊ2%.  ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜࡝࡞42.0%
 
 
































































213 65 52 35 41 15 5
100.0 30.5 24.4 16.4 19.2 7.0 2.3
884 360 270 123 77 35 19
100.0 40.7 30.5 13.9 8.7 4.0 2.1
204 62 45 44 26 17 10
100.0 30.4 22.1 21.6 12.7 8.3 4.9
102 60 17 9 5 6 5
100.0 58.8 16.7 8.8 4.9 5.9 4.9
30 14 9 2 4 1 -
100.0 46.7 30.0 6.7 13.3 3.3 -
202 113 55 18 12 1 3







































































































































඲䚷 య n=10013 25. 4 35. 4 53. 5 21. 4 24. 0 20. 0 6. 3 35. 0 5. 7 12. 3 2. 8
ᴍⴥ⏫ n=1108 21. 9 31. 2 52. 8 19. 7 21. 9 26. 2 6. 9 30. 6 7. 2 13. 7 3. 2
ᐩᒸ⏫ n=2440 25. 9 35. 2 50. 4 20. 4 25. 6 18. 2 6. 7 33. 3 5. 4 14. 1 2. 6
ᕝෆᮧ n=314 26. 1 42. 0 57. 3 20. 4 20. 1 23. 9 7. 0 21. 0 7. 3 11. 8 2. 5
኱⇃⏫ n=1702 27. 0 33. 8 50. 6 22. 3 24. 6 15. 3 7. 3 38. 0 5. 2 14. 0 2. 0
཮ⴥ⏫ n=1020 20. 9 30. 2 53. 5 23. 1 20. 5 16. 3 4. 5 38. 9 6. 0 12. 4 3. 2
ᾉỤ⏫ n=3029 26. 5 39. 0 57. 4 22. 1 24. 8 22. 1 5. 5 37. 2 5. 5 10. 0 2. 6







1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1
඲ య ᴍⴥ⏫ ᐩᒸ⏫ ᕝෆᮧ ኱⇃⏫ ཮ⴥ⏫ ᾉỤ⏫ ⴱᑿᮧ
 172 


















⤖ᯝࡀᅗ 6.2.1  ࠋࡿ࠶࡛
඲య࡛㟈⅏๓࡜ẚ㍑࡚ࡋቑࡓ࠼⟆࡜ࠊࡓ࠼ேࡀከࠕࡣࡢࡓࡗ࠿⛣ 㸦ື㏻໅࣭㏻Ꮫࢆ㝖ࡃ㸧ࠖ
᪂⪺࣭㞧ㄅ࣭࢜ࢪ࣭ࣛࣅࣞࢸࠕ ከࡀேࡓ࠼⟆࡜ࠊࡓࡗῶࠊ᪉୍࡛ࠋࡿ࠶デ࣭⒪㣴࡛ࠖཷࠖࠕ
௙஦ࠕࡣࡢࡓࡗ࠿ ㊃࿡࣭ፗᴦࠖࠕ  ࠋࡿ࠶࡛ࠖ࠸࠶ࡁࡘ஺㝿࣭ࠖࠕ
 
 
ᅗ 6.2.1 ⏕ά᫬㛫ࡢቑῶ㸦඲య㸧 
 
 















































































































0% 20% 40% 60% 80% 100%
䛸䛶䜒ቑ䛘䛯 ᑡ䛧ቑ䛘䛯 䛒䜎䜚ኚ䜟䜙䛺䛔 ᑡ䛧ῶ䛳䛯 䛸䛶䜒ῶ䛳䛯 ↓ᅇ⟅
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表 27 抽出語によるコーディング一覧 
 
 

















































































































































































12日５時 44分には半径 10km圏内の住民にも避難指示をだした．同日18時25分には半径 20km圏内の
住民に避難指示を拡大した．３月 15日11時00分には，半径 20〜30km圏内の住民に屋内待避を指示し













































































































































































































































































































































































問12 大人になったとき、浪江町はどんな町になってほし ですか （９７２件） 
52 
○友だちと集まれる機会を設けたり、浪江の時の各学校を再開してほしい（１４６件） 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 30 復興庁共催による被災自治体の住民意向調査における帰還意向 
2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
戻った（帰還）：2016年７⽉12⽇に避難指⽰の⼀部解除 - - - - 13.5 - - 63.2
帰還意向あり - 29.3 - - 47.5 - - 5.8
まだ判断がつかない - 44.0 - - 13.9 - - 9.0
戻らないと決めている - 26.1 - - 15.7 - - 13.4
無回答 - 0.6 - - 9.3 - - 8.5
すでに⽣活している（帰還）：2017年３⽉31⽇に避難指⽰の⼀部解除 - - - - - 29.0 35.8 36.5
帰還意向あり - 35.4 45.5 44.2 43.9 9.9 6.3 6.4
まだ判断がつかない - 33.9 23.2 16.4 13.6 14.7 8.2 9.2
戻らないと決めている - 23.3 22.6 24.9 31.1 13.0 13.1 8.8
転出している（元の居住地から） - - - - - 27.0 25.8 26.5
無回答 - 7.5 8.8 14.6 11.4 6.5 10.8 2.8
帰還意向あり 41.2 - - - - - - -
今はまだ判断できない 30.0 - - - - - - -
戻らない 10.2 - - - - - - -
無回答 18.6 - - - - - - -
戻っている（帰還）：2015年９⽉５⽇に避難指⽰解除 - - - - - 28.5 - -
帰還意向あり 42.8 40.2 45.8 - - 25.8 - -
今はまだ判断できない 34.0 34.7 30.5 - - 16.8 - -
戻りたくない/ 戻らない 22.3 24.2 22.9 - - 27.5 - -
無回答 0.9 0.9 0.8 - - 1.3 - -
戻っている（帰還）：2016年６⽉12⽇に避難指⽰の⼀部解除 - - - - - 17.2 24.9 28.4
帰還意向あり 7.0 25.6 - - - 26.5 21.2 19.5
今はまだ判断できない 30.7 45.0 - - - 22.7 23.4 18.2
戻らない 27.1 23.9 - - - 24.2 26.8 31.8
無回答 2.6 5.5 - - - 9.3 3.7 2.1
帰還意向あり 48.8 21.3 29.4 32.8 33.5 - - -
わからない／判断がつかない 20.2 26.1 32.5 24.0 19.7 - - -
戻らないと決めている 27.8 30.8 26.5 31.3 30.8 - - -
無回答 3.2 11.9 11.5 11.9 16.0 - - -
すでに⽣活している（帰還）：2017年４⽉１⽇に避難指⽰の⼀部解除 - - - - - 2.9 5.2 7.5
帰還意向あり 15.6 12.0 11.9 13.9 16.0 31.3 28.3 27.8
まだ判断がつかない 43.3 35.3 30.7 29.4 25.4 17.7 16.8 14.2
戻らないと決めている 40.0 46.2 49.4 50.8 57.6 46.8 48.1 49.0
無回答 1.1 6.5 8.0 5.9 1.1 1.4 1.5 1.5
すでに⽣活している（帰還）：2017年３⽉31⽇に避難指⽰の⼀部解除 - - - - - 0.3 4.9 6.5
帰還意向あり 22.3 18.8 17.6 17.8 17.5 13.5 11.8 11.5
まだ判断がつかない 29.4 37.5 24.6 31.5 28.2 31.6 30.2 26.1
戻らないと決めている 27.6 37.5 48.4 48.0 52.6 49.5 49.9 54.8
無回答 3.8 6.2 9.5 2.7 1.7 2.1 3.1 1.1
戻っている（帰還）:2019年４⽉10⽇に避難指⽰の⼀部解除 - - - - - - - 1.8
帰還意向あり 11.3 8.6 13.3 11.4 - 12.5 - 10.6
まだ判断がつかない 43.5 19.8 25.9 17.3 - 26.9 - 26.6
戻らないと決めている 42.3 67.1 57.9 63.5 - 59.3 - 59.9
無回答 3.0 4.5 2.9 7.8 - 1.4 - 1.1
帰還意向あり 38.6 30.3 12.3 13.3 13.4 11.7 10.8 10.5
まだ判断がつかない 26.9 17.4 27.9 20.7 22.9 26.1 25.6 24.5
そもそも双葉町に戻りたいと思わない 30.4 64.7 55.7 55.0 62.3 61.1 61.5 63.7











































































































































































































































表 32 復興加速化交付金の事業内容 
 
 

























24,129 314 1,973 3,394 1,425 1,697 26,519 2,568 6,208 8,370 27,684 16,686 120,967 50.8
⽣活環境（19⽣活環境向上、20⽔道施設
整備等）
0 64 112 905 1,190 0 5 161 2,554 56 15 705 5,768 2.4
健康管理（22放射線測定装置、23個⼈線
量管理、24相談員育成・配置等）








0 345 867 17,810 3,256 4,066 0 1,473 6,350 0 150 6,746 41,063 17.3
商⼯業再開（46被災地域産業団地、47地
域事業所整備、48事業者向け浄化槽）
0 353 3,149 11,673 2,586 9,849 0 2,410 0 0 3,429 25,295 58,742 24.7










































































































































図 65 複線型復興の枠組み 
 
出所：日本学術会議・東日本大震災復興支援委員会福島復興支援分科会「東京電力福島第一原子力発電所事故に








































































































































する機関間常設委員会（Inter-Agency Standing Committee: IASC）は，国内避難民問題における「恒
久的解決策」(durable solutions)について，以下のように述べている116． 
 
a durable solution is achieved when internally displaced persons no longer have any 
specific assistance and protection needs that are linked to their displacement and can 









116 IASC. 2010. IASC Framework on Durable Solutions for Internally Displaced 

























































































































































































































































　2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021
2020年9月






















































































































































































































..... 万人 . 万人 . 万人 . 万人 . 万人
. . . . . . . . .
31
　2011 2012 2013 2014 2021
3月 3月5月 7月 9月 11月 1月
集中復興期間 復興・創生期間
3月5月 7月 9月 11月 1月 3月5月 7月 9月 11月 1月
2015 2016 2017 2018 2019 2020













































































































1件74件 187件 179件 202件 131件 97件 59件 56件 33件 31件
32.5％ 36.6％ 40.3％ 44.8％ 45.2％ 45.0％ 46.4％ 45.8％




80％ 83％ 87％ 92％ 95％ 96％ 97％
63％ 70％ 74％ 84％ 89％ 92％ 93％ 94％
96％ 98％ 98％ 98％ 99％ 99％ 99％ 99％
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